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　　　　　　鳥取市保健所　保健医療課　☎０８５８－３０－８５３２
問合せ先
　　　　　　智頭町保健センター福祉課　☎７５－４１０１

12 月 1 日は世界エイズデー
令和 2 年度のテーマ

『知ってる !?HIV とエイズの違い』

2019 年には、全国で新たに 1,219 人の HIV 感染者、エイズ患

者が報告され、鳥取県でも、毎年数人が感染しています。
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［近年の感染者数の動向］

HIV 定例検査日
毎月第２、第４月曜日

( 祝日の場合は翌日実施 )

※要電話予約

　鳥取市保健所

　☎０８５７-３０-８５３２

予約受付時間

午後1 時 30 分～3 時 30 分

※今年度は夜間・休日の臨

時検査は中止します。

◆定例検査日【要電話予約】 
　　　第２・第４月曜日（祝日の場合、翌日実施）　１３：３０～１５：３０ 
◆保健所のエイズ検査は無料・匿名です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆性感染症（梅毒・クラミジア）もあわせて検査できます 
◆検査の他、エイズや性感染症に関する相談もお受けしています 
※今年度は新型コロナウイルス感染症拡大にかんがみ、夜間・休日の臨時検

査は中止します。	

     ＜お問い合わせ先＞

　   　 鳥取市保健所　保健医療課
　 　鳥取市富安2丁目138-4　駅南庁舎１階
    　　☎０８５７‐３０‐８５３２　FAX０８５７‐２０‐３９６２ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

ＳＴＯＰ　 　     　ＡＩＤＳ

 エイズの理解と支援を示すレッドリボン	

新たにHIVに感染した人及びエイズを発症した人の年次推移（全国）	

（出典：厚生労働省エイズ動向委員会）	
 （人）	

2019年には、全国で新たに
1,219人のHIV感染者、エイ
ズ患者が報告されました。 
鳥取県でも毎年数名の発生
が報告されています。	

 
令和２年度　世界エイズデー キャンペーンテーマ 
「知ってる！？HIVとエイズの違い」 

 

治療法の進歩により、現在ではHIVに感染していても、HIV感染を早期に発見し早期に
治療を開始・継続すれば、エイズの発症を防ぐことができ、HIVに感染していない人と変
わらない生活を送ることが期待できるようになりました。 
また、治療を続け、体内のウイルス量が減少すれば、他の人への感染リスクは大幅に
低下することも分かってきています。 
 

  

 

　（年）	

自分と大切な人を守るために、HIV検査を受けましょう！ 
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